
子育て支援センター
「すくすく広場」

子育て支援センター
「すくすく広場」

おひなさま作り
より

おひなさま作り
より

平成21年3月
No.384

2009  MARCH2009  MARCH

33
No.384No.384
平成21年3月平成21年3月



23

　

１
月
25
日
（
日
）、
坂
城
町
消
防

団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
団
長
以
下
、
消
防
団
及
び
婦

人
消
防
隊
員
約
３
５
０
名
が
さ
か
さ

ぎ
通
り
で
街
頭
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
お

い
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
消
防
団

活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

※
敬
称
略　
（　

）
は
所
属
分
団

消
防
庁
長
官
表
彰
　
退
職
感
謝
状

鈴
木　

実
（
６
）　

太
田
藤
樹
（
８
）

元
島
義
信
（
９
）　

宮
原　

卓
（
９
）

宮
﨑
佳
昭
（
９
）　

山
﨑
法
博
（
11
）

長
野
県
知
事
表
彰
　
退
職
感
謝
状

片
山
吉
一
（
前
団
長
）

松
本
幸
男
（
前
副
団
長
）

川
島
金
治
（
前
副
団
長
）

井
上
孝
志
（
５
）　

鳥
居
英
治
（
５
）

坂
城
町
長
表
彰
　
退
職
感
謝
状

片
山
吉
一
（
前
団
長
）

松
本
幸
男
（
前
副
団
長
）

川
島
金
治
（
前
副
団
長
）

赤
池
ト
ミ
エ（
前
婦
人
消
防
隊
隊
長
）

橋
本
直
紀
（
４
）　

井
上
孝
志
（
５
）

鳥
居
英
治
（
５
）　

鈴
木　

実
（
６
）

太
田
藤
樹
（
８
）　

元
島
義
信
（
９
）

宮
原　

卓
（
９
）　

宮
﨑
佳
昭
（
９
）

山
﨑
法
博
（
11
）　　
　
　
　
　
　

坂
城
町
長
表
彰
　
退
任
者
表
彰

若
林
裕
也
（
１
）　

宮
原
文
治
（
２
）

中
村　

純
（
３
）　

井
口
安
勝
（
４
）

青
木
進
也
（
４
）　

片
桐　

修
（
５
）

綿
貫
哲
也
（
５
）　

鈴
木　

剛
（
６
）

玉
木　

旬
（
７
）　

小
宮
山
剛
（
８
）

磯
野　

真
（
８
）　

鵜
飼
茂
昭
（
９
）

大
塚
康
二
（
10
）　

山
辺
繁
雄
（
11
）

前
山
一
隆
（
ラ
ッ
パ
）　

坂
城
町
長
表
彰
　
優
秀
章

宮
澤
卓
也
（
１
）　

田
中
秀
紀
（
２
）

山
﨑
直
人
（
３
）　

片
山
和
人
（
４
）

竹
内
春
樹
（
４
）　

竹
内
威
駒
未
（
４
）

滝
澤
克
彦
（
４
）　

小
林
広
和
（
５
）

宮
澤　

豊
（
５
）　

小
宮
山
直
（
５
）

尾
崎
製
吾
（
６
）　

相
川
宗
由
（
７
）

吉
原
直
樹
（
９
）　

赤
羽
貴
志
（
９
）

近
藤
悠
作
（
10
）　

中
澤
誉
樹
（
11
）

永
井
伸
幸
（
11
）　

平
林
慎
吾
（
11
）

　
長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
退
職
感
謝
状

片
山
吉
一
（
前
団
長
）

松
本
幸
男
（
前
副
団
長
）

川
島
金
治
（
前
副
団
長
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
功
労
章

片
桐
淳
也
（
７
）　

髙
畑
直
人
（
９
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
努
力
章

三
井
貴
史
（
２
）　

深
町
千
尋
（
５
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
精
績
章

齊
藤
秀
隆
（
１
）　

谷
川
雄
一
（
６
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
技
術
章

竹
前
正
彦
（
４
）　

鈴
木
英
雄
（
11
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
精
勤
章

本
多
卓
矢
（
３
）　

丸
山
修
一
（
８
）

関
谷
義
雄
（
10
）　

山
田
篤
紀（
ラ
ッ
パ
）

田
中
健
二
（
２
）　

宮
下
洋
一
（
３
）

塩
野
入
寿
（
９
）　

佐
々
木
謙
一
（
10
）

宮
下
紘
樹
（
11
）　

清
水
智
成（
ラ
ッ
パ
）

埴
科
消
防
協
会
長
表
彰
　
功
労
章

直
江
芳
樹
（
１
）　

冨
田　

治
（
４
）

西
沢
正
和
（
５
）　

鎌
倉　

賢
（
６
）

中
澤
郁
夫
（
７
）　

黒
岩
千
尋
（
８
）

瀬
下
幸
二
（
１
）　

赤
池
秋
彦
（
３
）

片
山
和
人
（
４
）    

小
宮
山
大
輔
（
６
）

相
川
宗
由
（
７
）　

吉
原
直
樹
（
９
）

時
信
武
史
（
ラ
ッ
パ
）

埴
科
消
防
協
会
長
表
彰
　
勤
続
章
15
年

赤
池
巧
大
（
１
）　

山
岸
正
晃
（
２
）

田
中
賢
治
（
３
）　

片
山
聖
二
（
５
）

柳
沢
知
治
（
５
）　

林　

隆
行
（
５
）

西
沢
貴
光
（
６
）　

大
塚
行
徳
（
７
）

清
水
伸
一
（
７
）　

佐
々
木
謙
一
（
10
）

夏
目
篤
典（
ラ
ッ
パ
）　

大
橋　

勉（
ラ
ッ
パ
）

埴
科
消
防
協
会
長
表
彰
　
勤
続
章
10
年

池
田
大
道
（
１
）　

小
山
忠
彦
（
１
）

瀧
澤
直
之
（
１
）　

宮
島
和
博
（
２
）

山
﨑
洋
一
（
３
）　

山
﨑
直
人
（
３
）

井
口
安
勝
（
４
）　

綿
貫
哲
也
（
５
）

管
野
昭
弘
（
５
）　

柳
澤
智
裕
（
５
）

小
宮
山
大
輔
（
６
）　

小
宮
山
貴
久
（
６
）

小
宮
山
幸
治
（
６
）    

島
田　

由
（
６
）

小
宮
山
剛
史
（
６
）    

水
出　

孝
（
８
）

菱
田
大
輔
（
８
）　

清
水
浩
樹
（
８
）

吉
原
直
樹
（
９
）   

北
澤
一
喜（
ラ
ッ
パ
）

宮
嶋
康
彦（
ラ
ッ
パ
）　

佐
藤
満
生（
ラ
ッ
パ
）

坂
城
町
消
防
団 

出
初
式
挙
行

坂
城
町
消
防
団 

出
初
式
挙
行
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埴
科
消
防
協
会
長
表
彰
　
勤
続
章
10
年

池
田
大
道
（
１
）　

小
山
忠
彦
（
１
）

瀧
澤
直
之
（
１
）　

宮
島
和
博
（
２
）

山
﨑
洋
一
（
３
）　

山
﨑
直
人
（
３
）

井
口
安
勝
（
４
）　

綿
貫
哲
也
（
５
）

管
野
昭
弘
（
５
）　

柳
澤
智
裕
（
５
）

小
宮
山
大
輔
（
６
）　

小
宮
山
貴
久
（
６
）

小
宮
山
幸
治
（
６
）    

島
田　

由
（
６
）

小
宮
山
剛
史
（
６
）    

水
出　

孝
（
８
）

菱
田
大
輔
（
８
）　

清
水
浩
樹
（
８
）

吉
原
直
樹
（
９
）   

北
澤
一
喜（
ラ
ッ
パ
）

宮
嶋
康
彦（
ラ
ッ
パ
）　

佐
藤
満
生（
ラ
ッ
パ
）

平成21年の

行政協力員（区長）さんをご紹介します行政協力員（区長）さんをご紹介します 【敬称略】

区名 氏 名 組合 連絡先
鼠　 髙 松　 昌 雄 団地 1 ☎・有線 82 − 4647

○ 新　地 柳 沢  良 寿 団地 ☎・有線 82 − 6096
金　井 宮 嶌　 三 幸 9 ☎・有線 82 − 4553
入横尾 滝 沢　 元 晴 15 ☎・有線 82 − 5944
町横尾 中 村　 好 晴 18 − 1 ☎・有線 82 − 4539

泉　 中 村　 秀 雄 4 ☎・有線 82 − 6352
◎ 中之条 三 井　 幸 雄 11 ☎・有線 82 − 5361

四ツ屋 前 澤　 邦 一 郎 5 ☎・有線 82 − 3046
戌久保 吉 川　 芳 秋 3 ☎・有線 82 − 7055
御所沢 滝 澤　 國 光 1 ☎・有線 82 − 4669
田　町 中　 沢　　 功 2 ☎・有線 82 − 6755

○ 横　町 依 田　 和 武 1 ☎・有線 82 − 6956
立　町 吉 川　 袈 裟 春 3 ☎            82 − 5332
込　山 冨 山　 近 文 3 ☎・有線 82 − 2348

区名 氏 名 組合 連絡先
旭ヶ丘 山 﨑　 良 人 ３ ☎・有線 82-4752

○ 南日名 小 山　 民 雄 １ ☎・有線 82 − 5816
北日名 中 沢　 正 昭 ２ ☎・有線 82 − 6041
日名沢 北 原　 敬 二 １ ☎・有線 82 − 4740
新　町 市 川　 貞 一 郎 ３ ☎・有線 82 − 2843
大　宮 内 山　 國 男 ４ ☎            82 − 4761
坂　端 髙 橋　 進 平 １ ☎・有線 82 − 2428
苅屋原 中 島　 壽 久 ２ ☎・有線 82 − 4665
網　掛 児 玉　 市 藏 中央 ☎            82 − 2783

○ 上五明 中 村　 宗 一 下西 ☎・有線 82 − 3387
上　平 宮 下　 忠 朝 島 ☎・有線 82 − 4896

小　網 赤 池　 邦 浩 小網 ☎　　　 82 − 5755
　　有線 82 − 4126

月　見 小 林　 今 朝 雄 １ ☎・有線 82 − 7214
◎会長　　○副会長

実施日 場　　　　　所 時　　　　　間

4月8日㈬

北日名公民館前 午前　9:30 ～   9:40
南日名公民館前 　　  9:50 ～ 10:00
旭ケ丘公民館前 　　 10:10 ～ 10:20
大宮公民館前 　　 10:30 ～ 10:45
ＪＡちくま坂城支所前 　 10:55 ～ 11:10
田町十王堂 　　 11:20 ～ 11:30
御所沢公民館前 11:40 ～ 11:50
四ツ屋神明神社 午後　1:10 ～   1:25

4月21日㈫

苅屋原泉徳寺北側駐車場 午前　9:30 ～   9:40
隣保館前 　　  9:50 ～ 10:00
立町公民館前 　　 10:10 ～ 10:20
月見区集会所前 　　 10:30 ～ 10:45
上五明公民館前 　　 10:55 ～ 11:10
小網公民館前 11:20 ～ 11:30
網掛公民館裏 　　 11:40 ～ 11:50
ふれあいセンター前 午後　1:10 ～   1:20
旧上平公民館前 　　　1:30 ～   1:40

5月14日㈭

鼠公民館裏 午前　9:30 ～   9:50
ＪＡちくま南条支所前 　　 10:00 ～ 10:15
金井麦大豆生産振興センター 　　 10:25 ～ 10:40
町横尾公民館前 　　 10:50 ～ 11:00
中之条 14 組合資源物収集所 　　 11:10 ～ 11:25
入横尾公民館前 　11:35 ～ 11:45
泉区公民館前 午後　1:10 ～   1:25
中之条公民館前 　　　1:35 ～   1:50

6月7日㈰

鼠公民館裏 午前    9:30 ～   9:45
ＪＡちくま南条支所前 　　  9:55 ～ 10:10
泉区公民館前 　　 10:20 ～ 10:30
中之条公民館前 　　 10:40 ～ 11:00
四ツ屋神明神社  　　11:10 ～ 11:30
ＪＡちくま坂城支所前   　 11:40 ～ 11:50
隣保館前 午後    1:10 ～　1:20
ＪＡちくま村上支所前 　　  1:30 ～　1:50
月見区集会所前 　　  2:00 ～　2:10

犬の飼い主の皆さんへ
　

平
成
21
年
度
の
登
録
及
び
集
合

注
射
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象　

生
後
91
日
以
上
の
す
べ
て

の
犬
が
対
象
と
な
り
ま

す
。狂
犬
病
予
防
法
に
基

づ
き
、飼
犬
登
録
と
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

料
金

　
新
規
登
録
の
犬

　
　

６
，２
２
０
円

　
　
　
（
登
録
料
３
，０
０
０
円
＋

　
　

  

注
射
料
金
３
，２
２
０
円
）

　
登
録
済
み
の
犬

　
　

３
，２
２
０
円

　
　
　
（
注
射
料
金
の
み
）

　

登
録
済
み
の
犬
を
お
飼
い
の
お

宅
に
は
、狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

交
付
申
請
書（
ハ
ガ
キ
）を
３
月
末

ま
で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、注
射

の
際
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

病
気
や
老
衰
な
ど
に
よ
り
注
射

が
困
難
な
場
合
は
、獣
医
師
の
猶

予
証
明
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

室
内
で
飼
っ
て
い
る
犬
も
該
当
し

ま
す
の
で
、必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

左
記
の
日
程
で
受
け
ら
れ
な
い

場
合
は
、動
物
病
院
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　

 

☎
８
２–

３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
５
）

　

有
線
８
８–

１
０
２
５

飼
犬
の
登
録

狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ま
し
ょ
う
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
限
は
翌

月
の
末
日
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
、
早
め
に
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
社
会
保

険
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

２
年
経
過
後
は
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
、
老
後

に
受
け
取
る
年
金(

老
齢
基
礎
年
金)

が
減
る
か
、
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
「
万
が
一
」
の
と
き
に
受
け

ら
れ
る
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
も
、
保
険
料
の
未
納
が
一
定
期

間
以
上
あ
る
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
「
便
利
・
確
実
・

安
心
」
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お

す
す
め
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
口
座

振
替
で
前
納
（
ま
と
め
て
納
め
る
）

す
る
と
、
国
民
年
金
保
険
料
が
お
得

に
な
り
ま
す
【
下
表
参
照
】。

　

口
座
振
替
の
申
込
、
振
替
方
法
の

変
更
は
、
年
金
手
帳
・
預
金
通
帳
・

口
座
届
出
印
を
持
参
し
て
役
場
窓
口
、

社
会
保
険
事
務
所
、
金
融
機
関
な
ど

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

保
険
料
の
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け

て
い
る
方
は
、
早
割
・
口
座
振
替
の

前
納
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
方
は
、
保
険
料

納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
（
前
年
の
所
得
が
一

定
以
下
で
あ
る
な
ど
の
条
件
が
あ
り

ま
す
）。

安
心
と
と
も
に
　
暮
ら
し
を
支
え
る
国
民
年
金

納
期
限
は
翌
月
末
日

納
め
忘
れ
が
あ
る
と

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

納
付
が
困
難
な
と
き
に
は

国
民

年
金

平成21年度の保険料は月額14,660円
口座振替で納付する場合

納付書で納付する場合

納付方法 振替日 金額 (年額 ) 割引額 ( 年額 )
1年前納 平成21年4月30日 １７２，２３０円 ３，６９０円

6ヶ月前納 【前期】平成21年4月30日
【後期】平成21年11月 2日 ８６，９６０円×２回 ２，０００円

毎月納付 (早割 ) 納付目的月の月末 １４，６１０円×１２回 ６００円
毎月納付 納付目的月の翌月末 １４，６６０円×１２回 割引なし

納付方法 納付期限 金額 (年額 ) 割引額（年額）
１年前納 平成21年４月30日 １７２，８００円 ３，１２０円

６ヶ月前納 【前期】平成21年４月30日
【後期】平成21年11月２日 ８７，２５０円×２回 １，４２０円

毎月納付 納付目的月の翌月末 １４，６６０円×12回 割引なし

※手続きの都合上、間に合わない場合がありますので、お申し込みはお早めにお願いします。

　長野南社会保険事務所、上田年金相談室または「ねんきんダイヤル」で、年金についての
さまざまな相談に応じています。お気軽にご利用ください。
◎長野南社会保険事務所　☎（０２６）２２７－１２８４
◎ねんきんダイヤル　☎０５７０－０５－１１６５
　受付時間　月曜～金曜日：午前８時 30 分～午後５時 15 分（月曜日は午後７時まで延長）
　　　　　　第２土曜日：午前９時 30 分～午後４時
◎上田年金相談室（上田駅前ビルパレオ４階）※電話による相談はできません。
　受付時間　月曜～金曜日：午前９時～正午　午後１時～４時

年金についての相談や問い合わせはお気軽に
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
る
と

き
や
喪
失
す
る
と
き
は
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

加
入
資
格
が
発
生
し
た
日
（
届
出

日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
、
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
間
保
険
証
が
な
い
と
、

医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

　

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合
、

国
保
に
届
出
が
な
い
と
喪
失
状
況
が

わ
か
ら
ず
、
保
険
税
も
課
税
が
続
き

ま
す
。
ま
た
、
他
の
健
康
保
険
な
ど

へ
手
続
き
中
の
場
合
で
、
医
療
機
関

に
か
か
る
と
き
は
、
国
保
の
保
険
証

は
使
用
せ
ず
、
医
療
機
関
に
も
、
そ

の
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
資
格
が

な
い
の
に
国
保
の
保
険
証
で
医
療
機

関
に
か
か
っ
た
場
合
、
国
保
で
負
担

し
た
医
療
費
は
返
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

修
学
の
た
め
家
族
と
離
れ
転
出
す

る
場
合
に
は
、学
生
用
の
保
険
証
（ 

学

保
険
証
）を
交
付
し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
親
元
の
保
険
証
、
在
学
証

明
書
（
合
格
通
知
書
）

※
な
お
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

実
際
に
済
ん
で
い
る
住
所
に
住
民
票

を
移
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

70
歳
～
74
歳
の
被
保
険
者
な
ど
に

係
る
一
部
負
担
金
な
ど
の
減
免
特
例

措
置
が
、
平
成
22
年
３
月
ま
で
１
年

間
延
長
さ
れ
ま
す
。
該
当
世
帯
の
方

に
は
、
高
齢
受
給
者
証
の
自
己
負
担

割
合
の
記
載
を
見
直
し
て
【
下
表
参

照
】
再
交
付
し
ま
し
た
の
で
、
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
４
月
以
降
に
病
院

や
薬
局
に
行
く
と
き
は
、
保
険
証
と

一
緒
に
高
齢
受
給
者
証
を
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
古
い
受
給
者

証
は
福
祉
健
康
課
に
返
却
し
て
い
た

だ
く
か
、
各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

※
現
在
３
割
負
担
の
方
に
は
再
交
付

を
行
い
ま
せ
ん
。

届
出
は
お
早
め
に

４
月
か
ら
の
医
療
体
制
と
以
後
の
計
画

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
協
力
体
制

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と

喪
失
の
届
出
が
遅
れ
る
と

高齢受給者証　一部負担金などの減免特例措置延長に伴う記載の変更点

これからの医療計画と現状について

国
民
健
康
保
険
の
届
出
は
お
早
め
に

見直し前 見直し後

負担金の割合 2割（平成21年3月31日までは1割） 2割（平成22年3月31日までは1割）

長野赤十字上山田病院後医療

親
元
を
離
れ
て
修
学
す
る

学
生
の
皆
さ
ん
へ

高
齢
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

◎問い合わせ先　福祉健康課保険係　☎８２−３１１１（１３３）　有線８８−１０２９

　

２
月
19
日
（
木
）、
長
野
日
赤

上
山
田
病
院
の
後
医
療
機
関
に
決

定
し
た
医
療
法
人
寿
光
会
グ
ル
ー

プ
と
、
日
赤
長
野
県
支
部
長
、
千

曲
市
の
三
者
に
よ
り
病
院
経
営
移

譲
に
伴
う
覚
書
の
調
印
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

４
月
か
ら
の
医
療
体
制
は
、

①
外
来
外
科　

内
科
、外
科
、呼
吸

器
内
科
、消
化
器
内
科
、整
形

外
科
、脳
神
経
外
科

②
透
析

　

長
野
赤
十
字
上
山
田
病
院
に
は
、

開
設
や
施
設
整
備
に
つ
い
て
、こ
れ

ま
で
町
か
ら
約
３
億
２
千
万
円
の

財
政
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。廃

院
・
後
医
療
問
題
に
つ
い
て
は
、審
議

が
さ
れ
た
当
初
、存
続
に
あ
た
っ
て

の
費
用
負
担
を
病
院
側
か
ら
求
め

ら
れ
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
が
、町
と

し
て
は
、経
営
審
議
会
な
ど
の
な
か

で「
入
院
機
能
の
維
持
」を
要
望
し
、

こ
れ
を
条
件
に
財
政
支
援
を
検
討

す
る
方
針
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
は
、入
院
施
設
な
ど

が
廃
止
さ
れ
、診
療
規
模
を
縮
小
し

た
経
営
が
平
成
20
年
４
月
か
ら
存

続
さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
の
間
、千
曲

市
と
長
野
赤
十
字
病
院
間
で
、財
政

支
援
や
後
医
療
引
受
先
の
選
定
・
施

③
在
宅
関
係　

訪
問
介
護
、
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
、
デ
イ
ケ
ア
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
所

④
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
中
に
一
次

救
急
（
一
部
診
療
科
）
の
開
始
、

平
成
22
年
４
月
か
ら
一
般
病
棟
・

療
養
病
棟
60
床
、
二
次
救
急
、
歯

科
診
療
の
開
始
、
平
成
23
年
以
降

に
循
環
器
専
門
病
棟
の
開
設
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

設
譲
渡
な
ど
の
検
討
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
１
年
間
の

存
続
期
間
に
つ
い
て
、同
病
院
の
運

営
赤
字
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

当
初
の
支
援
要
件
で
あ
る
入
院
機

能
が
維
持
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、ま

た
、継
続
に
つ
い
て
の
審
議
当
初
か

ら
、後
医
療
の
引
受
先
を
含
め
た
経

営
問
題
に
つ
い
て
は
病
院
側
の
責
任

に
お
い
て
対
応
い
た
だ
く
よ
う
要
望

し
た
経
過
か
ら
、町
と
し
て
の
財
政

支
援
は
行
わ
な
い
方
針
で
す
。

　

た
だ
し
、今
後
寿
光
会
が
展
開
し

て
い
く
医
療
計
画
の
な
か
で
、入
院

施
設
や
救
急
医
療
の
整
備
な
ど
に
つ

い
て
は
協
力
し
て
い
き
た
い
旨
、寿

光
会
側
に
意
向
を
伝
え
て
い
ま
す
。
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児童館（児童クラブ）
登録児募集

　南条・坂城・村上の各児童館では、
平成 21 年度の登録児を募集してい
ます。希望される方は、直接各児童
館へお申し込みください。申請書は
児童館及び教育文化課にあります。
申込締切　３月10 日（火）
◎申込・問い合わせ先
　南条児童館
　 ☎・有線８２−７７１２
　坂城児童館
　 ☎・有線８２−７９６６
　村上児童館
　 ☎・有線８２−８３２３
　文化センター内教育文化課
　学校教育係
　 ☎８２−２０６９
　有線８８−１０１２

平成21年度奨学生の募集
　町では、大学・高校に在学また
は職業訓練機関に入所している方で、
次の要件を備えている場合、奨学金
を支給します。出願書類は教育文化
課学校教育係にあります。
給与額　月５千円
要件
①受給者または親権者が坂城町に引

き続き１年以上居住していること
②能力があり、品行方正であること
③経済的理由により修学が困難であ

ると認められること
④日本育英会ほか、これに類する団

体から別に学資の給与を受けてい
ないこと

出願期間　４月15 日（水）まで
◎提出・問い合わせ先
　文化センター内教育文化課学校教育係
　 ☎８２−２０６９
　有線８８−１０１２

県民参加の政策づくり推進事業
参加グループ募集

　長野県では、県民の皆さんの柔軟
なアイディアや発想を県政に活かす
ため、県民参加の政策づくり事業を
実施しています。５人以上のグルー
プから参加いただけます。皆さんの
ご参加をお待ちしています。
応募受付期限　３月10 日（火）
◎問い合わせ先
　県庁総務部広報課
　☎（０２６）２３５−７１１０

坂城高等学校　書道展
　坂城高校１年生と２年生の書道選
択生徒の作品（草書・創作パネル作
品）を展示します。１年間の集大成
として高校生の力強く伸び伸びとし
た筆使いを感じていただけることで
しょう。大勢のご鑑賞をお待ちして
います。
展示期間　３月 22 日（日）まで
場所　坂城駅ギャラリー
出展数　70 作品
◎問い合わせ先
　建設課
　☎８２−３１１１（内線１７７）
　有線８８−１０１７

坂城中学校
私たちの絵手紙展Ｐａｒｔ６
　坂城中学校の生徒が描いた絵手
紙の作品を展示します。季節に咲く
花を詩に込めて、家族や友だち、自
分に宛てて描きました。自分らしさ
を表現した作品をぜひご覧ください。
こころが「ホッ」としますよ。
日時　３月 24 日（火）～
　　　５月12 日（火）
場所　坂城駅ギャラリー
出展数　39 作品
◎問い合わせ先
　建設課
　☎８２−３１１１（内線１７７）
　有線８８−１０１７

しいたけ駒打ち体験参加者募集
　新幹線作業用トンネルを使った原
木きのこ生産組合「お～い原木（げ
んき）会」では、自分で栽培したき
のこを食卓で味わっていただきたく、
女性を対象とした「しいたけの駒打
ち体験」を開催します。
日時　３月 24 日（火）午前 10 時～
場所　五里ヶ峰横坑作業用トンネル
　　　（中之条　「かいぜ」様東側）
参加費　１人２，０００円
　　　　（７～８cm の原木５本文）
募集対象
　町内在住の女性（先着 30 人）
※当日はきのこ汁のサービスを予定
※駒打ちした原木は「お～い原木会」
で管理し、秋にお渡しします。
◎申込・問い合わせ先
　産業振興課産業振興係
　 ☎８２−３１１１（内線１５２）
　有線８８−１０３６

保健センター増築工事にご協力を
　現在、町保健センターの増築工事
を行っています。工事期間中は重機
の出入りや資材の搬入などで、通行
や駐車にご迷惑をおかけしますが、
ご協力をお願いします。駐車には、役
場北側職員駐車場もご利用ください。
◎問い合わせ先
　保健センター
　 ☎８２−３１１１（内線５１１）　
　有線８８−１０４７

長野保健所千曲支所が廃止に
　４月から、長野保健所千曲支所が
廃止されます。犬・猫の引取は、次
のとおり行います。
引取場所　長野保健所
　（長野市中御所岡田９８−１）
引取日　毎週火曜日
　　　　午前 10 時～正午
◎問い合わせ先
　長野保健所食品・生活衛生課
　☎（０２６）２２３−２１３１

介護予防講座
ストレッチ・ヨガ教室

　転倒予防、筋力低下の防止などを
目的とした教室ですが、参加者から
は『血圧が安定した』『風邪をひかな
くなった』『肩こりが解消した』など
の声も寄せられています。皆さんもご
一緒に気持ちよく身体を伸ばしましょ
う。
期日　４月から６月までの間の毎週
　火曜日（計 12 回）
時間　午後１時 30 分～３時
場所　坂城町ふれあいセンター
受講料　2,000 円
定員　25 人
申込締切　３月 31日（火）
※定員に達し次第締め切ります。
◎申込・問い合わせ先
　地域包括支援センター

（ふれあいセンター内）
　 ☎・有線　８１−３５８８

介護予防講座の様子
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３月は
　国民健康保険税（第９期）
　介護保険料（第９期）の納入月

３月の納期限は３月31日（火）

　納期限までに最寄りの金融機関で
納入してください。口座を登録され
ている方は、３月 31日（火）に指定
口座より振替をしますので、振替日
までに残高をご確認ください。なお、
上記期日に残高不足のため振替がで
きなかった場合は、４月13 日（月）
に再度振替をします。
　口座の変更を希望される方は、３
月17 日（火）までに下記へご連絡く
ださい。
◎連絡・問い合わせ先
　総務課収納推進係
　 ☎８２−３１１１（内線１４２）
　有線　８８−１０３２

木造住宅耐震診断のご利用を
　町では、防災意識の高揚と地震の
被害を軽減するため、木造住宅の無
料耐震診断を実施しています。診断
を希望する方は役場建設課までお問
い合わせください。
診断の対象となる住宅
・昭和 56 年５月 31日以前に着工し

た住宅
・一戸建ての個人所有の住宅
・木造、在来工法の住宅
◎問い合わせ先
　建設課管理係
　 ☎８２−３１１１（内線１７４）
　有線８８−１０４１

坂城古
こ

雛
びな

まつり
　町内のお宅に古くから伝わる古雛
を集めて展示する「坂城古雛まつり」
を開催します。期間中毎日曜日には
抹茶の無料接待も行いますので、ぜ
ひお越しください。
期間　３月 20 日（金）～
　　　５月６日（水）
場所　坂木宿ふるさと歴史館
開館時間　午前９時～午後５時
　（入館は午後４時 30 分まで）
抹茶接待（期間中毎日曜日）
　午前 10 時～午後３時
休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）

入館料　１００円（小中学生無料）
◎問い合わせ先
　坂木宿ふるさと歴史館
　☎ 82 −４１９３

坂城古雛まつり講演会
　坂城古雛まつり実行委員会では、
３月 20 日（金）からの古雛まつりの
開催にあわせ、全４回の講演会を開
催しています。雛人形の歴史や扱い
方など古雛について多方面から学べ
る内容です。ぜひ参加ください。
受講料無料、事前申込不要です。

【第４回日程】
日時　３月 29 日（日）
　　　午後１時 30 分～
講師　小野和英さん（長野県池田工
　　　業高等学校教諭）
演題　信州の雛と押し絵
場所
　中心市街地コミュニティセンター
◎問い合わせ先
　鉄の展示館
　 ☎有線８２−１１２８

歴史講座「坂木街道塾」第５回
　坂城の歴史や文化の成り立ちを知
り、自分の住む町への誇りと愛着を
深めることを目的とした歴史講座で
す。受講料無料、事前申込不要です。
お気軽にご参加ください。
日時　３月 24 日（火）午後７時～
場所
　中心市街地コミュニティセンター
演題
　坂木村札と明治維新期の経済混乱
講師　栁澤　哲　さん
◎問い合わせ先
　町商工会内事務局
　 ☎有線８２−３３５１

坂城町文化協会第16回美術展
　町文化協会では、協会加盟グルー
プの各作品、絵画、陶芸、写真、書道、
押し花、華道、紙粘土、木彫などを
一堂に展示する第 16 回美術展を開
催します。ぜひご来場ください。
日時
　３月14 日（土）
　午前 10 時～午後５時
　３月15 日（日）
　午前９時～午後４時
場所　文化センター体育館
入場料　無料

上田地域広域連合
ふるさと新発見ツアー参加者募集
　知っているようで意外と知らない

「ふるさとの宝」をさがしに出かけま
せんか。
日時　３月 24 日（火）
　午前８時～午後５時（予定）
内容　ともしび博物館（見学、火起

こし体験）、福寿草まつり見学、う
つくしの湯（昼食）、信州立岩和紙
の里（紙すき体験）、国際音楽村（施
設見学等）

参加費　1,000 円（各体験料、入館料、
昼食代込）

募集人数　80 人
※応募者多数の場合は抽選
応募締切　３月11日（水）まで
申込方法
　下記へお問い合わせください。
◎申込先
　ふるさと新発見ツアー事業受付窓

口（週刊上田新聞社内）
　 ☎８２−６３５３
　FAX ２２−６２０１
　E-mail
　weekly-ueda@po3.ueda.ne.jp
　※申込は午前９時～午後５時
　（土曜・日曜・祝日を除く）
◎問い合わせ先
　上田地域広域連合企画課
　 ☎ 4３−８８１８

長野農業改良普及センター
千曲支所が統合されます

　４月１日から、長野農業改良普及
センターの千曲支所が長野市の本所
に統合されます。４月以降の連絡先
が変わりますのでご注意ください。
◎４月以降の連絡先
　〒３８０−０８３６
　長野市大字南長野南県町 686-1
　長野合同庁舎内
　 ☎（０２６）２３４−９５３４
　FAX（０２６）２３５−８３９３
　E-mail
　nagano-aec@pref.nagano.jp

県営住宅県下統一募集
受付期間　３月６日（金）まで

（土曜・日曜日も受付可）
◎受付・問い合わせ先
　長野県住宅供給公社
　住宅管理センター
　 ☎（０２６）２２７−２３２２

インフォメーション
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遊
休
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施　

遊
休・荒
廃
農
地
の
解
消
を
！

　

現
在
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は

主
要
先
進
国
の
中
で
最
低
水
準
の

40
％
と
、
食
料
の
安
定
供
給
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
食
料
の
安
定
供
給
」
に
向
け
、
限

り
あ
る
農
地
を
有
効
に
利
用
す
る
た

め
、
増
加
傾
向
に
あ
る
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
し
て
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
を
図
る
た
め
に
は
、
そ
の
現
状
を

的
確
に
把
握
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
に
応
じ
た
対
策
を
講
じ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
耕
作
放
棄
地
の
現
状

を
的
確
に
把
握
こ
と
を
目
的
に
、
昨

年
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
町
内
の

全
農
地
を
対
象
に
現
地
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
農
業
委
員

が
班
を
編
成
し
地
域
の
農
地
を
巡

回
し
、
耕
作
放
棄
地
の
所
在
と
面

積
、
遊
休
化
の
程
度
な
ど
を
一
筆
ご

と
に
調
査
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
結
果
を
色
分
け
集
計
し
、
下

表
の
と
お
り
「
人
力
や
農
業
用
機
械

で
草
刈
り
・
抜
根
な
ど
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
耕
作
可
能
な
農
地
…
緑
」

「
草
刈
り
な
ど
で
は
直
ち
に
耕
作
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
整
備
し
て

農
業
利
用
す
べ
き
土
地
…
黄
」「
森

林
・
原
野
化
な
ど
、
農
地
に
復
元

し
て
利
用
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
土

地
…
赤
」
に
分
類
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
結
果
を
基
に
、
土
地

所
有
者
に
対
し
耕
作
放
棄
地
解
消

の
働
き
か
け
を
行
う
ほ
か
、
農
地
の

貸
し
借
り
（
利
用
権
設
定
）
に
よ

る
農
地
の
有
効
利
用
を
推
進
し
つ
つ

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消

に
努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

耕
作
放
棄
地
は
、
近
隣
の
農
地
に

影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
病
害

虫
の
発
生
、
有
害
鳥
獣
の
出
没
、
ご

み
の
不
法
投
棄
の
助
長
や
、
枯
草
か

ら
の
火
災
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
な
く
て
は
解
決
の

で
き
な
い
問
題
で
す
。
休
耕
す
る
場

合
な
ど
は
草
刈
り
な
ど
適
正
な
管

理
を
行
う
と
と
も
に
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
に
向
け
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
に
関
す
る

相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各

地
区
の
農
業
委
員
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
、
老
後
生
活

へ
の
備
え
は
十
分
で
す
か
。

農
業
者
年
金
制
度
は
、
少
子
高
齢

化
に
即
応
し
た
農
業
者
の
公
的
年

金
で
す
。
農
業
者
が
積
み
立
て
た

原
資
と
そ
の
運
用
益
に
よ
り
、
生

涯
に
わ
た
り
年
金
が
受
け
ら
れ
る

「
確
定
拠
出
型
積
立
方
式
」
の
年

金
で
す
。

緑…人力・農業用機械で草刈りなどを行うことにより直ちに耕作すること可能な農地
黄…草刈りなどでは直ちに耕作することはできないが、基盤整備を実施して農業利用すべき土地
赤…森林・原野化し、農地に復元して利用することが不可能な土地

耕作放棄地全体調査の集計結果
（地目別）

地　目 面　積 うち緑 うち黄 うち赤

田 78,047 48,423 20,309 9,315 

うち農振 36,719 21,692 13,311 1,716 

畑 1,350,650 203,857 235,196 911,597 

うち農振 793,529 98,071 159,842 535,616 

樹園地 43,457 25,136 7,764 10,557 

うち農振 22,566 10,053 2,782 9,731 

合　計 1,472,154 277,416 263,269 931,469 

うち農振合計 852,814 129,816 175,935 547,063 

地区名 筆　数 面積
（単位：㎡）

南　条 229 149,956 

中之条 79 66,047 

坂　城 1,564 1,006,929 

村　上 492 249,222 

合　計 2,364 1,472,154 

※坂城町の耕作放棄地面積は、
1,472,154㎡で文化センター
グラウンドの約 110 個分で
す。

※農振＝農業振興地域

（単位：㎡）

農
業
者
年
金
に

　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う

◆
農
業
従
事
者
な
ら
広
く

　
　
　
　
　
　
　
　
加
入
で
き
ま
す

◆
保
険
料
を
自
由
に
選
択
で
き
ま
す

◆
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
保
証
付
き
で
す

◆
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す

◎
加
入
の
申
込
、お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
農
業
委
員
会
へ



89

　

限
ら
れ
た
農
地
を
確
保
し
、
農

地
の
乱
開
発
や
遊
休
化
な
ど
を
防

ぐ
た
め
農
地
法
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
自
己
所
有
の
土
地
で

あ
っ
て
も
農
地
で
あ
る
以
上
、
住

宅
や
工
場
、
倉
庫
、
資
材
置
場
、

駐
車
場
、
進
入
路
、
山
林
、
農
業

用
施
設
に
使
用
す
る
な
ど
、
農
地

の
転
用
に
あ
た
っ
て
は
、
農
地
法

の
許
可
・
届
出
が
必
要
で
す
。

　

無
断
で
こ
の
よ
う
な
行
為
を
行

う
と
、
違
反
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
工
事
の
中
止
命
令
が
出

さ
れ
、
自
己
負
担
で
原
状
回
復
が

必
要
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
売
買

契
約
の
場
合
に
は
効
力
が
な
い
た

め
登
記
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
、

懲
役
又
は
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

農
地
の
売
買
・
貸
借
や
農
地
転

用
な
ど
の
許
可
申
請
は
、
毎
月
15

日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

農
地
転
用
に
つ
い
て
は
、
許
可

ま
で
に
約
40
日
必
要
で
す
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

の
減
少
で
、
耕
作
の
継
続
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
遊
休
農
地
が

増
え
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
だ
け
で
は
生
活
維
持

が
難
し
く
、
食
料
自
給
率
の
低
下
な

ど
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
遊
休
農
地
の

有
効
活
用
や
地
域
の
人
達
と
の
交

流
、
仲
間
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
、

農
業
委
員
経
験
者
、
区
、
有
志
の

方
々
に
会
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
賛
同
を
い
た

だ
き
「
ふ
れ
あ
い
の
郷
南
日
名
」
が

発
足
し
ま
し
た
。

〔
経
　
過
〕

平
成
19
年
11
月
23
日

　

農
業
委
員
O
B
と
有
志
に
よ
る

第
一
回
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

①
来
年
の
１
月
区
新
年
総
会
で
会
の

立
ち
上
げ
を
提
案
、
協
力
を
要
請

②
区
民
の
み
な
さ
ん
へ
案
内
を
出
す

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
１
月
３
日

　

区
新
年
総
会
に
お
い
て
、

・
来
賓
の
中
沢
町
長
へ
協
力
を
要
請

・
区
長
へ
協
力
と
予
算
化
の
お
願
い

・
区
民
へ
は
参
加
の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
し
た
。

平
成
20
年
２
月
24
日
（
発
足
会
）

　

発
足
会
に
は
22
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
会
名
を
「
ふ
れ
あ
い
の
郷
南

日
名
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

会
議
に
お
い
て
、
多
く
の
意
見
を

い
た
だ
く
な
か
で
、

①
遊
休
農
地
を
借
り
、
野
菜
な
ど
を

栽
培
す
る

②
バ
ラ
な
ど
の
花
を
植
え
、
地
域
を

活
性
化
す
る

③
蛍
が
舞
う
環
境
に
す
る

④
地
区
の
歴
史
の
勉
強
や
見
直
し
を

す
る

⑤
天
満
宮
に
桜
を
植
え
る

　

な
ど
の
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
役
員
会
で
検
討
を
重
ね

活
動
を
進
め
ま
し
た
。

〔
昨
年
１
年
間
の
活
動
概
略
〕

①
遊
休
農
地
８
５
５ 

㎡
を
借
用
し
、

枝
豆
・
ね
ぎ
の
栽
培
、
販
売

②
「
バ
ラ
の
香
る
ふ
れ
あ
い
の
郷
づ

く
り
」
を
目
的
に
、
区
の
主
体
的

な
取
り
組
み
と
し
て
地
域
づ
く
り

活
動
支
援
事
業
を
申
請
。
区
有

林
の
間
伐
材
で
化
粧
箱
を
作
り
バ

ラ
を
植
え
公
民
館
に
設
置
し
、
水

当
番
を
決
め
全
会
員
で
５
月
か
ら

10
月
ま
で
管
理
を
し
ま
し
た
。

③
観
音
沢
に
蛍
の
生
息
場
を
整
備
し

餌
に
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
を
数
百
匹
放

流
。
蛍
が
舞
う
こ
と
を
願
い
、
根

気
良
く
活
動
を
進
め
ま
す
。

農
業
委
員
　
小
宮
山
和
衛

「
ふ
れ
あ
い
の
郷さ
と 

南
日
名
」発
足

　
　

地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
を
！

④
坂
城
町
や
南
日
名
の
歴
史
の
勉
強

会
を
開
催

⑤
区
と
協
力
し
て
、
天
満
宮
を
整
備

し
、
桜
を
植
樹

⑥
坂
城
ど
ん
ど
ん
に
「
ふ
れ
あ
い
の

郷
南
日
名
」
連
と
し
て
34
名
参
加

　

以
上
、
１
年
間
の
活
動
に
対
し
、

町
関
係
者
及
び
区
、
会
員
の
積
極
的

な
協
力
を
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
体

験
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
役
員
会
等
で
反
省
や
改

善
を
行
い
、
地
域
の
人
た
ち
が
明
る

く
楽
し
く
ふ
れ
あ
う
仲
間
づ
く
り
を
、

末
永
く
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

な
お
現
在
の
会
員
数
は
35
名
で
す
。

農
地
転
用
に
は

　
　
許
可
が
必
要
で
す

許
可
申
請
は

　
　
　
毎
月
15
日
ま
で

活
動
報
告

◎
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
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信
州
豊
か
な
環
境
づ
く
り
県
民
会
議
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品

英
語

版
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
版

捨
て

な
い

で
　

あ
な

た
の

マ
ナ

ー
は

　
大

丈
夫

？
H

eY!  Don't  throw
  aw

ay!   Look  at  yourself!

10

　粗大ごみとは、家庭から出るごみで、町のごみ専用袋に入らないものや重さが５kg以上のものをいいま
す。粗大ごみは、収集所へ出せませんので、毎月第３日曜日の専門業者による有料収集に出してください。
料金は品目ごとに異なります。収集の日時・場所は毎月の広報をご覧ください。また、家電リサイクル法に
よる５品目（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン）は、町内の家電小売店において有料で引き取って
いますが、第３日曜日の粗大ごみの収集でも家電４品目やパソコンの有料収集を行っています。
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　２月 14 日（土）、坂城テクノセンターにおいて、
セブン＆アイ・ホールディングス代表取締役会長・
ＣＥＯで、常に日本経済界の先頭を走り続ける、当
町の名誉町民・鈴木敏文さんを講師にお招きした「新
春経済講演会」が開催されました。
　講演では、ご自身の著書でもある「挑戦−我がロ
マン」を演題に、現在の経済情勢や、セブンイレブン、
イトーヨーカドー、デニーズなど、これまで挑戦し
てきた様々な経営の取組みについてをお話しいただ
きました。また、終わりには「現在、世界的な不況
の渦中にあるが、じっと不況の嵐に耐えているだけ
ではなく、その後の情勢を見極めて行動しなくては
いけない。世の中は常に変化している、物が溢れて
いる現在は変化のスピードもより早い。世の中を見
渡し、その変化をとらえ、自分自身も変わっていく
ことが大切」と、経営者として不況に挑む心構えに
ついて話されました。

　２月１日（日）、文化センター大会議室において、今回
で 21 回目となる「女と男ふれあいさかき」が開催されま
した。
　当日は、中国広東省湛江師範大学外国語学部次部長・日
本語学科長で、町の国際文化交流員をお務めいただいた経
験もある陳俊英さんによる基調報告、元上平区会議員の竹
内美津子さんによる活動報告、またアニメ「サザエさん」
のフグ田マスオ役などを演じる声優の増岡弘さんを講師に
お迎えした講演「マスオ流男女共同参画の話　サザエさん
一家は幸福みつけ達人ぞろい」が行われ、会場いっぱいに
集まった皆さんが、男女共同参画への意識を高めました。

壇上の鈴木敏文さん

鈴
すず

木
き

敏
とし

文
ふみ

さんを講師に新春経済講演会

女
ひと

と男
ひと

ふれあいさかき開催
男女が共に創る地域社会をめざして

▼

坂城町プレミアム付商品券発売！
　3 月 2 日（月）から、坂城町プレミアム付商品券の販売
が始まります。これは、1 万円分購入すると千円分の商品
券がプレミアムとして付いてくるお得な商品券で、町内の
取扱店で購入・使用できます。詳しくはお問い合わせくだ
さい。
※購入は 1 人 1 万円〜 10 万円まで（1 万円単位）
※使用期限は平成 21 年 9 月 2 日まで
◎問い合わせ先　坂城町商工会
　 ☎・有線　82−3351
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１
月
中
に
町
内
で
発
生
し
た
事
件
は
▼
忍
び

込
み
１
件
▼
学
校
荒
ら
し
２
件
▼
車
上
ね
ら
い

１
件
▼
脱
衣
所
ね
ら
い
１
件
▼
賽
銭
ね
ら
い
１

件
▼
そ
の
他
１
件
の
盗
難
事
件
の
ほ
か
２
件
の

器
物
破
損
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
や
誰
で
も
が
知
っ
て
い
る
「
振
り
込
め
詐

最
近
の
事
件
の
傾
向

振
り
込
め
詐
欺
被
害
の
防
止

欺
」
で
す
が
、
未
だ
被
害
に
遭
う
方
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
最
近
は
直
接
自
宅
を
訪
れ
、
言
葉

巧
み
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を
騙
し
取
っ

て
お
金
を
お
ろ
す
な
ど
、
詐
欺
の
手
口
は
常
に

進
化
し
て
い
ま
す
。
振
り
込
ん
だ
こ
と
の
な
い

相
手
へ
の
振
り
込
み
や
、
見
知
ら
ぬ
訪
問
者
な

ど
に
十
分
注
意
し
、
そ
の
場
で
判
断
・
行
動
せ

ず
に
、
一
旦
落
ち
着
い
て
、
身
近
な
人
に
相
談

や
確
認
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

血や肉をつくり、脂肪を燃えやす
くして、体を温めます。

たん白質

　少しずつ春が近づいてきましたが、まだまだ寒い日があ
ります。季節の変わり目は、体調管理に気をつけましょう。

のどや鼻の粘膜を丈夫にして、風邪
をひきにくくします。

ビタミンＡ
寒さに対する抵抗力を強くする働きが
あります。

ビタミンＣ

給食センターだより給食センターだより給食センターだより 学校給食センター
☎・有線８２－２５５９
学校給食センター
☎・有線８２－２５５９

寒さに負けないために

牛肉

卵
豆・豆製品

さかな

牛肉

豆・豆製品

さかな

いちご

レバー

ほうれん草

にんじん
じゃがいも・さつまいも

かぼちゃ

ほうれん草

かぼちゃ 卵黄

みかん

かき

パセリ

キャベツ

パセリ

キャベツ

「楽しかったそり教室」   南条小学校２年　竹田　美月

　

今
日
、
そ
り
教
室
に
行
き
ま
し
た
。
き
の
う

か
ら
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
に
の
る
時
、
ゆ
う
な
ち
ゃ
ん
と
、「
せ
か
い

が
一
つ
に
な
る
ま
で
」
と
い
う
歌
の
手
話
を
考
え

な
が
ら
行
き
ま
し
た
。
と
て
も
お
も
し
ろ
い
手
話

で
し
た
。

　

ス
キ
ー
じ
ょ
う
に
つ
い
て
、
す
べ
る
時
、
さ
か

を
の
ぼ
る
の
は
き
つ
か
っ
た
け
ど
、
す
べ
る
の
は

と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
さ
い
し
ょ
は
、シ
ュ
ー

と
と
て
も
リ
ズ
ム
よ
く
ス
ム
ー
ズ
に
す
べ
っ
た
け

ど
、
と
中
か
ら
、
ガ
タ
ガ
タ
し
て
、
ド
ッ
シ
ー
ン

と
お
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
ど
は
、
は
ん
た
い

が
わ
の
左
か
ら
上
が
っ
て
い
っ
た
ら
、
ツ
ル
ツ
ル

し
て
、
す
べ
り
お
ち
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
歩
く
き
ょ
り
が
長
い
の
で
つ
か
れ
ま
す
。
で

も
、す
べ
る
時
は
、も
う
ス
ピ
ー
ド
で
す
べ
る
の
で
、

と
っ
て
も
楽
で
す
。

「
後
、
一
回
だ
け
」

と
先
生
が
言
っ
た
の
で
、
さ
い
後
は
、
ゆ
っ
く
り

時
間
を
か
せ
い
で
す
べ
り
ま
し
た
。

　

お
昼
の
と
ん
じ
る
は
、
あ
た
た
か
く
て
野
さ
い

が
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
い
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

マ
マ
が
作
っ
て
く
れ
た
お
む
す
び
も
、
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

　

午
後
は
、
さ
い
し
ょ
に
一
年
生
が
す
べ
っ
た
と
こ

ろ
で
や
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
す
べ
ら
な
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
い
ろ
い

ろ
な
で
き
ご
と
が
あ
っ
た
そ
り
教
室
で
し
た
。
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はじめて支援セン
ターに来たときは、ママ
にだっこされて小さかった
お子さんも、あんなことこんな
こともできるようになり、にっこり

笑顔に大きな成長を感じます。いろいろと心
配な世の中ですが、我が子に元気をもらい、温か
く成長を見守っていきましょう。

　ふんわり吹く風に春の暖かさを感じる
ようになってきました。今年度も、あそび、
行事、講座、子育てグループなど、たくさ
んの方にご利用・ご参加いただき、うれ
しいです。
　特に、今年度取り上げた食育講座は皆
さんの関心も大きく、お話、調理実習とも
好評でした。来年度も大勢の皆さんが気
軽に足を運び、楽しく参加できる内容を
考えていきます。
　どうぞよろしくお願いします。

3月の行事予定
3月の子育てグループの予定

◆時間：午前9時～正午
◆場所：子育て支援センター（まざーぐうすは文化センター）
★3月の土曜開館日：　　日（午前 9時～正午）あそびにお出かけくださいね！
あそびにきたい方へ：　土曜・日曜・祝祭日以外は開館しています。（午前9時～正午、午後2時～4時30分）。
今月、午前があいている日は　日、　　日、　　日、　　日、　　日です。午後はお昼寝時間の後があいています。
ただし、会議のため　日、　　日、　　日は使えません。

3月の子育てグループの予定
3 月の行事予定グループに申し込まれた方は次のグループに

お出かけください。 ［時間正確に集合してください］

赤ちゃん小組（毎週月曜日）

 ２日：ママストレッチ　 ９日：クッキング　
16 日：お散歩　　　　　23 日：お楽しみ会　
30 日：お休み
リーダー：鎌倉ゆかりさん

リズム小組（第 1・第 3 金曜日）

13 日：キッズえいご（第 2 金曜日）
リーダー：樋口としえさん

サークルどんぐり（第 1・第 3 火曜日）
 ３日：お別れ会
17 日：紙粘土のメダル作り
リーダー：深井千恵さん

スコーレ母親教室（第 2 火曜日）
10 日：金子通子先生と子育てトーク

「育児は育自〜子どもから学ぶこと〜」
リーダー：太田とよ子さん

まざぁぐうす（毎週木曜日）
 ５日：おひなさまパーティー
12 日：お別れ会
リーダー：坪内和嘉子さん

いっぱいあそぼうグリとグラ（第2・4金曜日）
13 日：２，３月生まれのお誕生日会
27 日：お別れ会
リーダー：宮本秀美さん

日程 内　容 時　間

6日㈮ お祝い会と試食会（新入園児対象） 午前10時

11日㈬ すくすく広場「おはなしでてこい」 午前10時

12日㈭ マザーリーフの会 午後1時30分

18日㈬ すくすく広場「なかよしリズム」 午前10時

19日㈭
　　 ボランティア懇話会 午後1時

今月の
相談日

細江相談員　4日、11日、18日、25日（水曜日) 
　　　　　　午前9時30分〜午後4時30分
希望される方は事前に連絡をお願いします !

◆場　所：子育て支援センター
◆持ち物：飲み物、お手拭き、着替え（おしり拭きも）、
　　　　　ティッシュ、タオル（ハンカチ）
※取り替えたおむつ、パンツ、出たごみ他持ち物は忘れず
　に持ち帰りましょう！

◆時間：午前９時〜正午
◆場所：子育て支援センター（まざぁぐうすは文化センター）
★３月の土曜開館日：７日（午前９時〜正午）あそびにお出かけくださいね！
あそびにきたい方へ：土曜・日曜・祝祭日以外は開館しています（午前９時〜正午、午後２時〜４時 30 分）。
今月、午前があいている日は４日、５日、12 日、19 日、25 日です。午後はお昼寝時間の後があいています。
ただし、会議のため 12 日、19 日は使えません。 
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相談日　　　 3月

当番医（医科・歯科）

3月の健診

粗大ごみの回収

3月1日㈰ 松尾医院 【 立 町 】 ☎・有 線     82−2013
宮原歯科医院 【 網 掛 】 ☎・有 線     82−8711

8日㈰ いろかわ医院 【 立 町 】 ☎・有 線     82−2143
滝沢歯科医院 【千曲市磯部】 ☎（026）276−4636

15日㈰ 安里医院 【千曲市内川】 ☎（026）275−7800
宮本歯科医院 【千曲市戸倉】 ☎（026）276−7030

20日㈮ さかき生協診療所 【 中 之 条 】 ☎・有 線     82−0101
小宮山歯科医院 【 立 町 】 ☎・有 線     82−2029

22日㈰ 日赤上山田診療所 【千曲市上山田】 ☎（026）275−1581
たけい歯科クリニック 【千曲市鋳物師屋】 ☎（026）272−8000

29日㈰ とよき内科 【千曲市上町】 ☎（026）276−0413
前山歯科医院 【千曲市上徳間】 ☎（026）276−0282

4月5日㈰ とぐらクリニック 【千曲市戸倉】 ☎（026）275−0405
竹内歯科医院 【千曲市稲荷山】 ☎（026）274−7050

※診療時間　医科：午前 9 時～午後 5 時　歯科午前 9 時～正午
※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される場合

は電話、新聞などで確認をしてください。

15日㈰
午前８時 30 分〜 10 時
びんぐしの里公園駐車場

相談 日時 / 場所

心配ごと
相　　談

10日㈫
19日㈭

午前９時～正午

役場第４会議室（３階）

10日は司法書士、19日は弁護士による
法律相談をあわせて開設
※弁護士による相談は午前９時30分
　から11時30分

年金相談 18日㈬
午前 10 時～午後３時

役場第３会議室（３階）

行政相談 16日㈪
午前９時～正午

役場第５会議室（３階）

障がい者
相　　談

11日㈬
25日㈬

午後１時 30 分～４時

役場第３又は５会議室（３階）

ハローワーク
出張相談

９日㈪
23日㈪

午前 10 時～午後３時

坂城テクノセンター

まちのうごき

まちの交通事故

平成 21 年 2 月 1 日現在

（平成 21 年１月 31 日現在）

※（　）は前月比

※（　）は前月比

世帯数
人　口

男
女

件　数
死　者
負傷者

  5,773 世帯
16,275 人
  7,991 人
  8,284 人

7 件
0 人

12 人

（＋７）
（−７）
（−３）
（−４）

（＋ 1）
（±０）
（＋ 4）

保健センター ☎82−3111（内線511、512）
有線　88−1047

☆乳幼児健診（実施場所は保健センター）

住
宅
火
災
か
ら
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

　

▼
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
▼
ス
ト
ー
ブ

は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で

使
用
す
る
▼
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

　

▼
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
▼
寝
具
や
衣
類
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
防
炎
品
を
使
用
す
る
▼

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅

用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
▼
お
年
寄
り
や

身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

５
月
31
日
ま
で
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

　

住
宅
火
災
に
よ
る
全
国
の
死
者
は
平
成
15
年

か
ら
５
年
連
続
で
千
人
を
超
え
、

ま
た
、
そ
の
約
半
数
が
逃
げ
遅
れ

に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く
知
る
た

め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

千
曲
坂
城
消
防
本
部

　

☎
0
2
6（
2
7
6
）0
1
1
9

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
か
ら
７
日
は

３
月
１
日
か
ら
７
日
は

４か月児健康診査（平成20年11月生）
　13日（金）　午後１時集合
７か月児健康相談（平成20年８月生）
　18日（水）　午前９時30分集合
10か月児健康相談（平成20年５月生）
　５日（木）　午前９時30分集合
２歳児健康相談（平成18年11月・12月生）
　３日（火）　午前９時30分集合
３歳児健康診査（平成17年８月21日〜 10月31日生）
　９日（月）　午後１時集合

予防接種（受付時間：午後1時30分〜 50分）　
　ポリオ：４日（水）
　該当児：平成20年２月・３月生、８月・９月生
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3月の番組表

●チャンネル放送番組

番組名 内容 / 出演

1日㈰ 楽 し い 民 話
小僧さんの名前

鼠　玉井かつ子さん

5日㈭
わ が 家 の 花
は 元 気 で す

植物の管理
御所沢　前沢新一さん

8日㈰ 楽 し い 民 話
ハッコウ鳥

旭ヶ丘　春日秀子さん

10日㈫ 信 号 は 赤 で す
交通事故防止

坂城町交番　

15日㈰ 楽 し い 民 話
猫の嫁

込山　　岡田由貴子さん

17日㈫ 税務署だより
消費税・地方消費税の確定申告

上田税務署

18日㈬ こちら１１９番
天ぷら油による火災の防止

消防署

19日㈭ 川 　 　 柳
JA 文芸から

選者　中沢月人さん

22日㈰ 楽 し い 民 話
あさこ・ゆうこ

金井　青木典子さん

25日㈬ 明るい消費生活
最近の消費生活相談から

長野消費生活センター

29日㈰ 楽 し い 民 話
金の花さく木

鼠　玉井かつ子さん

操作方法は ・　・
終了するとき ・　・　
　　　　　　　    ３／１～３／３１
 ･･････････音楽放送
 ･･････････ＦＭ長野
 ･･････････ＮＨＫ・ＦＭ
 ･･････････音楽放送
 ･･････････ＪＡ川柳 
◆有線本部 
　☎82－3111（内222） 
　有線88－1000

9
9

1
2
3
4
5

4 0
4 チャンネル番号

チャンネル番号

町立図書館　☎・有線 82− 3371
開館時間　午前 10時〜午後 6時

本の予約、リクエストはお気軽に
　　　　　　　　お問い合わせください。

★メール連絡サービスはじめました！
　予約した本が貸出用意できたことをお知らせする専用の
メールです。利用には登録が必要です。詳しくは図書館カ
ウンターでお尋ねください。
※貸出予約を受け付けるものではありません。

□新刊図書□
☆おすすめの本☆

☆一般図書☆

☆児童図書☆

古武術介護塾
日々の介護がラクになる !!

（講師：岡田慎一郎　編：古武術介護塾
　　　 ／スキージャーナル(株)）

　古武術の動きを取り入れて、介
護する人の体に負担をかけず、筋
力に頼らないで、ラクに動ける介
護方法を、写真とイラストで分か
りやすく紹介しています。

・これならできる獣害対策
　　（著：井上雅央／農文教）
・ＮＨＫ気になることば　調べてナットク意外な発見！
　　（編：ＮＨＫアナウンス室／東京書籍）
・誰にでもできる手づくり味噌
　　（著：永田十蔵／農文教）

・かりんちゃんと十五人のおひなさま
　　（作：なかがわちひろ／偕成社）
・テレビがなかったころ
　　（文・絵：イワン・ポモー　訳：ときありえ／西村書店）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

■ 3 月の休館日■ 休館日

□３月の催し物□
☆おはなし会☆
　14 日（土）午前 10 時 30 分〜
　おはなし会は毎月第２土曜、午前 10 時 30 分から！

☆としょかん講座☆
　点字・点訳講座
　　３日・17（火） 午後２時〜
　　　　　　　 講師：山口静枝さん

　文章の書き方講座
　　　21 日（土）午後１時 30 分〜
　 講師：長島伸一さん
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坂
城
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ボ
ー
ル
部
の
永
井
颯
紀
さ
ん
と
若

林
淳
さ
ん
の
ペ
ア
が
県
予
選
で
２

位
と
な
り
、
３
月
29
日
（
日
）
に

三
重
県
で
開
催
さ
れ
る
第
24
回
ミ

ズ
ノ
カ
ッ
プ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
へ
の
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。
二
人
は
「
こ

れ
ま
で
の
努
力
の
成
果
を
出
し

切
っ
て
、
１
戦
１
戦
勝
ち
抜
き
、

優
勝
を
目
指
し
た
い
で
す
。」
と
、

大
会
へ
向
け
て
の
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
68
回
全
国
教
育
美
術

展
に
お
い
て
、
応
募
総
数
約
12
万

点
の
な
か
か
ら
、
中
島
拓
実
さ

ん
、
関
涼
太
さ
ん
、
矢
部
雛
子
さ

ん
、
宮
原
剛
さ
ん
が
特
選
に
、
宮

嶋
真
志
さ
ん
が
入
選
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
学
校
と
し
て
も
教
育
美
術

奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
受
賞
に
つ
い
て
宮
原
さ
ん
は

「
驚
い
た
け
ど
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
。
絵
を
描
く
の
は
好
き
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
描
い
て
い
き
た
い
で

す
。」
と
話
し
て
い
ま
す

坂
城
中
学
校
生
徒
の
皆
さ
ん

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
美
術
で
活
躍

藤原 隼
はや

人
と

 くん（11か月）

猛さん・由香梨さん   〈大宮〉

　３月で１歳！！
　今はつかまり立ちができます。高い所…
引き出し…色々なものに好奇心旺盛。どこ
でもスイスイ立ちあがって、危険もいっぱ
い。お気に入りはクルマ…特にタイヤが好
きです。キラキラ光ったり、クルクルまわる
ものが好きなんだね。最近はクルマで上手
に遊べるようになったよ。

　

村
上
小
学
校
４
年
の
依
田
隆
太

朗
さ
ん
が
、
J
A
共
済
全
国
小
・

中
学
校
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
最
高
賞
に
あ
た
る
農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
と
し
て
も
優
秀

学
校
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
受

賞
に
つ
い
て
、
依
田
さ
ん
は
「
携

帯
電
話
を
使
い
な
が
ら
車
の
運
転

を
す
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
危
な
い

か
を
絵
に
し
て
み
ま
し
た
。
運
転

者
の
目
の
中
に
人
を
描
い
て
、
目

の
前
で
何
が
起
こ
っ
た
か
を
分
か

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
僕
を
い

つ
も
応
援
し
て
く
れ
る
人
た
ち
に

感
謝
し
た
い
で
す
。」
と
、
受
賞

の
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

村小 依田隆太朗さん
ポスターで農林水産大臣賞


